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イベント・行事の
開催について

新型コロナウイルスの影響により、掲載している行事について、やむなく中止となる場合があります。
最新の開催状況については、各問合せ先でご確認ください。

母の日抹茶教室
越前古窯博物館



警戒レベル１【災害への心構えを高める】

　災害発生の危険性はまだ低い段階ですが、最新の防災気象情報などに留
意するなど、災害への心構えを高めてください。

警戒レベル２【ハザードマップなどで避難行動を確認】

　災害発生に対する注意が高まってきた段階です。ハザードマップで災害
の危険性のある区域や避難場所、避難経路、避難のタイミングの再確認
など、避難に備え、自らの避難行動を確認しておきましょう。

警戒レベル３【高齢者や要介護者等が避難】

　町から「高齢者等避難」が発令された段階です。避難に時間がかかる
高齢の人や障がいのある人、避難を支援する人などで危険な場所にいる人
は安全な場所へ避難しましょう。また、土砂災害の危険性がある区域や急
激な水位上昇のおそれがある河川沿いにお住まいの人も、準備が整い次
第、この段階で避難することが強く望まれます。また、それ以外の人もい
つでも避難できるように準備をしましょう。

警戒レベル４【対象地域住民の全員避難】

　町から「避難指示」が発令された段階です。対象地域で危険な場所に
いる人は全員速やかに避難してください。災害が発生するおそれが極めて
高い状況等で、指定緊急避難場所への立退き避難はかえって命に危険を
およぼしかねないと判断する場合には、近隣の安全な場所への避難や建物
内のより安全な部屋への移動などの緊急避難を行ってください。

警戒レベル5【命の危険　直ちに安全確保】

　町から「緊急安全確保」が発令された段階です。すでに災害が発生ま
たは切迫している状況ですので、命を守る最善の行動をとってください。

平成２７年の水防法改正により、
想定降雨量等の見直しが行われたため、今回新たに洪水ハザードマップを作成しました。

※ハザードマップは両面刷りで、朝日地区・糸生地区・常磐地区版と宮崎地区・織田地区・朝日地区（佐々生区）版があります。

問合せ先　防災安全課  ☎34‒8721

越前町

洪水ハザードマップを
改訂しました

　警戒レベル5になってからでは、安全な避難が難しい
場合があります。地域のみなさんで声を掛け合って、また、
空振りをおそれずに、レベル3、レベル4の段階で安全・
確実に避難を終えましょう。

警戒レベル

警戒レベル

    1（白）

警戒レベル

    2（黄）

警戒レベル

    3（赤）
危険な場所から
高齢者等は

避難

警戒レベル

    4（紫）
危険な場所から

全員避難

警戒レベル

    5（黒）
命を守るための

最善の
行動をとる高

低
どの警戒レベルでどう行動すればいいですか？

河川水位はどのように確認できますか？
　福井県河川・砂防総合情報で確認できます。

　http://ame.pref.fukui.jp

避難情報はどのように伝えられますか？
　災害が発生するおそれが高い場合、町が避難情報を発
令し、開設する避難所をお知らせします。防災行政無線や
テレビ、インターネットなどをとおして、みなさんに伝えるこ
とになりますので、正しく情報が取れる手段を日頃から確認
しておきましょう。

洪水ハザードマップとはなんですか？
　町内の河川（日野川、天王川、和田川、近田川、越
知川、織田川）が大雨（想定し得る最大規模の降雨）によっ
て増水し、堤防が決壊した場合の浸水の範囲とその深さ
や土砂災害の危険区域、ならびに避難場所などを示した
ものです。

家屋倒壊等氾濫想定区域とはなんですか？
　家屋の倒壊・流失をもたらすような堤防決壊に伴う激しい
氾濫流や河岸侵食が発生することが想定される区域です。

浸水深とはなんですか？
　浸水した地点の地面（地盤高）から水面までの高さの
ことです。

浸水想定区域とはなんですか？
　水防法第１４条の規定により、対象とする河川が氾濫し
た場合に浸水が想定される区域です。

以前の洪水ハザードマップと新しい洪水
ハザードマップの違いはなんですか？
　法改正により、想定している降雨が数十年に１回程度の
降雨から想定最大規模降雨（１０００年に１回程度）への
変更があり、浸水想定区域が広がっています。
　また、指定避難所の見直し、家屋倒壊等氾濫想定区域
など新しい情報を盛り込んでいます。

実際にハザードマップのような
状態になるのですか？
　このマップに示す浸水想定区域・浸水深は、想定し得
る最大規模の降雨時の洪水による浸水想定解析の結果を
示したものです。堤防は、どこが決壊するか予測できま
せんので、1か所から数か所が決壊するという実際の洪
水とは異なるものです。したがって、必ずしもマップのよ
うな被害が発生するわけではありません。

ハザードマップの
色のついていないところは安全ですか？
　想定していた以上の雨が降った場合や局所的な集中豪
雨などにより、浸水想定区域としていない場所において
も浸水する可能性がありますので、自分の家が浸水想定
区域に入っていないからといって安心せず、日頃から災害
に備えておきましょう。

想定最大規模降雨（１０００年に１回程度）
の雨とは、どのようなものですか？
　河川によって違いがありますが、天王川で１日間総雨
量７３９ｍｍを想定しております。
※参考：平成１６年福井豪雨の１日間総雨量２８７ｍｍ（旧美山町）
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度
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えちぜん地域を元気に！！
L e t ' s  m a k e  E c h i z e n  T o w n  w e l l !

Regional revitalizatio
n 

cooperation corps

地域おこし協力隊が
着任しました
　4月1日から、笹川綾香さんが地域おこ
し協力隊に着任しました。越前町では5人
目の受入れとなります。
　笹川さんは、定住促進課に配属され、「移
住コンシェルジュ」として町が取り組んで
いる移住・定住に関する事業の推進や町外
者の視点を活かした情報発信や多様化する
移住相談に対してきめ細やかな相談体制を
整えるため活躍していきます。

　地域おこし協力隊とは、総務省が行う取り組みで、地方に
都市部の人材を受け入れ、地域協力活動を行うことで、地域の
活性化を図りながらその地域に定住・定着を目指す制度です。
　本町では、平成25年度から「地域おこし協力隊」を導入し、
過疎地域の活性化、地域の情報発信、観光面などで、地域力
向上に努めています。

地域おこし協力隊に応募した理由は？
　越前町には以前住んでいたことがあり、その際の体験から越前町に定住したい
と思っています。地域ごとに風土・魅力がある越前町を自分の経験なども含めてお
伝えする事で、町内外問わず様々な人に越前町に興味を持っていただきたいと思っ
ています。

町民のみなさんへのメッセージ
　「伝えるためにはまず知る事から」と思っております。まちのみなさんのご助言
とご協力をいただき、自身も学びながら活動したいと思っています。また、越前
町若者移住促進プロジェクトチーム「ココクルー」メンバーとしても活動します。
よろしくお願いします。笹

ささ

川
がわ

 綾
あや

香
か

さん（30歳）

出身地　大阪府　　  経　歴　大阪、福井、北海道のレストランやホテルなどで勤務

居住地　樫津区　　  配属先　定住促進課「移住コンシェルジュ」

ホタルイカ（米ノ区）
贅沢に茹でたてをいただきました！

越前がれい（新保区）
浜でいただいた美味しいカレイ、フライにして食べました。

芝桜（樫津区）
とても素晴らしい景色。田んぼアートも楽しみです。

だいこん舎・南和孝さん
（小曽原区）
越前町へ移住するきっかけをつくってくださった南さんに
も会ってきました。話をする中で、越前町の良さをもっと
いろんな人に知ってもらいたいと強く思いました。

profi le

▲ココクルー 
　Instagram

地域おこし
協力隊とは？

▲メンバー募集
　フォーム

筍（樫津区）
私の住む宮崎の筍も掘らせていただきました。

さ
っ
そ
く
越
前
町
を
探
検
し
て
き
ま
し
た
！

みんなで力を合わせて、一緒に越前町を盛り上げましょう♪

対　　象　町内またはオンラインで活動に参加できるおおむね40歳までの人
主な活動　越前町の暮らしに関する情報の発信や移住者誘致イベントの開催など

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

越前町若者移住促進プロジェクトチーム
「ココクルー」メンバー募集中！
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4
月
13
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
越
前
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
町
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
営
の
一

翼
を
担
い
、
町
民
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
の
輪
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
げ
て
い
く
活
動

な
ど
、
広
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

委
員
長　
渡
辺　
求

副
委
員
長　
時
田　
典
和　
　
小
辻　
陽
子

委　
　
員　
塚
本　
幸
代　
　
青
山　
千
穂

　
　
　
　
　
荒
木　
美
穂　
　
佐
々
木
絵
菜

　
　
　
　
　
桑
原
寿
々
奈　
　
小
松
つ
き
代

　
　
　
　
　
長
谷　
尚
樹　
　
堀　
　
龍
男

　
　
　
　
　
室
田　
翔
一　
　
森
嵜　
祥
基

　
　
　
　
　
水
嶋
亜
衣
香　
　
向
當　
　
淳

（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
5
月
6
日
、
消
防
功
労
と
し
て
瑞
宝
単
光
章

を
受
章
し
た
木
下
新
一
さ
ん（
栃
川
区
）が
青

柳
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

木
下
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
鯖
江
・
丹
生
消

防
組
合
に
入
署
、
昭
和
49
年
に
越
前
分
遣
所
に

配
属
さ
れ
、
救
急
隊
員
と
し
て
活
躍
し
、
数
多

く
の
人
命
を
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
6
年
に
は
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
初
の

救
急
救
命
士
と
し
て
、
消
防
署
員
の
救
急
処
置

に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
向
上
に
努
め
た
ほ
か
、

住
民
に
対
し
て
も
応
急
手
当
の
重
要
性
を
伝
え
、

講
習
会
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

令
和
3
年 

春
の
叙
勲
受
章
　
～
木
下
新
一
さ
ん
～

▲スポーツ推進委員のみなさん ▲受章の喜びを報告する木下さん

　

4
月
18
日
、
敦
賀
市
粟
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
第
34
回
福
井
県
道
場
少
年
剣
道
大
会
が

開
か
れ
、
団
体
戦
で
優
勝
し
た
山
本
天
晴
さ
ん

（
越
前
中
3
年
）と
準
優
勝
し
た
矢
田
部
晄
さ
ん

少
年
剣
士
た
ち
が
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す

～
山
本
天
晴
さ
ん
・
矢
田
部
晄
さ
ん
～

山
本
天
晴
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　
「
団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
に
福
井
県
の
代

表
と
し
て
入
賞
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

矢
田
部
晄
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　
「
全
国
の
舞
台
で
も
、
い
い
結
果
が
残
せ

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。」

▲左から矢田部さん、山本さん

（
織
田
中
2
年
）が
7
月
に
開
か
れ
る
全
国
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
山

本
さ
ん
は
個
人
戦
で
も
優
勝
し
、
9
月
に
開
か

れ
る
全
国
大
会
に
も
出
場
し
ま
す
。

　
3
月
26
日
か
ら
28
日
、
丸
善
イ
ン
テ
ッ
ク
ア

リ
ー
ナ
大
阪（
大
阪
府
）で
、
全
日
本
バ
ト
ン

ト
ワ
ー
リ
ン
グ
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
が
開
か

れ
、
仙
石
都
羽
さ
ん（
福
工
大
福
井
中
・
高
等

学
校
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
所
属
）と
松
村
麻

稟
さ
ん（
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ

ヴ
ィ
ー
タ
所
属
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　
松
村
さ
ん
は
、
競
技
中
1
回
も
バ
ト
ン
を
落

と
さ
な
い
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

～
仙
石
都
羽
さ
ん
・
松
村
麻
稟
さ
ん
～

▲左から仙石さん、松村さん

越
前
町
副
町
長　
細ほ

そ

　
井い

　
秀ひ

で

　
之ゆ

き

（
51
歳
）

越
前
町
教
育
長　
出で

　
口ぐ

ち

　
俊し

ゅ
ん

　
一い

ち

（
61
歳
）

副
町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

教
育
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
町
議

会
の
ご
同
意
を
賜

り
、
5
月
1
日
付

け
を
も
ち
ま
し
て

副
町
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
浅
識
菲
才
の
身
ゆ
え
、
職
責
の
重

さ
を
痛
感
し
て
お
り
、
日
々
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
県
や
全
国
知
事
会
で
の
経
験
を

活
か
し
、
粉
骨
砕
身
、
身
を
粉
に
し
て
努
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
越
前
町
は
、
伝
統・文
化・ス
ポ
ー

ツ
・
食
な
ど
福
井
県
が
誇
る
資
産
が
凝
縮
さ
れ

た
素
晴
ら
し
い
町
で
す
。

　
私
は
、
他
の
市
町
も
羨
む
そ
の
魅
力
を
県
内
外

に
大
き
く
発
信
し
、
町
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

青
柳
町
長
の
も
と
、「
人
に
や
さ
し
く
・
地
域

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
と
ぞ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
町
議
会
の

ご
同
意
を
賜
り
、
５
月

１
日
付
け
を
も
ち
ま
し

て
教
育
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。

　

歴
代
の
諸
先
輩
方

が
築
い
て
こ
ら
れ
た
本
町
の
教
育
行
政
に
携
わ
ら
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
学
校
教
育
、
社
会

教
育
な
ど
を
と
お
し
て
本
町
の
子
ど
も
達
を
は
じ
め

町
民
の
皆
様
に
、
ど
の
様
に
貢
献
で
き
る
だ
ろ
う
か

と
考
え
た
と
き
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
越
前
町
で
暮
ら
す
全
て
の
皆
様
が
、
生
き

が
い
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
第
一
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
人
づ
く
り
、
教
育
の
分
野
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
第
二
次
総
合
振
興
計

画
」
と
「
教
育
の
振
興
に
関
す
る
大
綱
」
に
基
づ
く

教
育
施
策
に
取
り
組
み
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

教
育
行
政
を
展
開
し
な
が
ら
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
何
と
ぞ
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

平
成
4
年
4
月

福
井
県
庁
採
用

平
成
27
年
5
月

県
安
全
環
境
部
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ

総
括
主
任

平
成
28
年
4
月

県
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課 

課
長
補
佐

令
和
元
年
6
月

県
東
京
事
務
所
副
所
長

（
全
国
知
事
会
派
遣
）

令
和
3
年
4
月

県
観
光
誘
客
課
国
際
観
光
室
長

令
和
3
年
5
月

越
前
町
副
町
長

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
57
年
4
月

旧
朝
日
町
役
場
採
用

平
成
27
年
4
月

産
業
理
事

平
成
29
年
4
月

会
計
管
理
者  

兼 

会
計
理
事

平
成
30
年
4
月

教
育
委
員
会
事
務
局
長

平
成
31
年
4
月

総
務
理
事

令
和
2
年
4
月

越
前
町
公
共
施
設
管
理
公
社

事
務
局
長

令
和
3
年
5
月

越
前
町
教
育
長

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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課長
宮川泰昌

課長補佐（住宅政策）
宮永裕次
課長補佐（移住定住）
岡田寿子

課員
牧田茂晴・水島美奈・左近知也
大久保佳輝定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7712

議　会
議会事務局長 次長

轟久美子
書記
安井正樹

総務理事
牧田芳広

杉本恭伸

町　長
青柳良彦

副町長
細井秀之

民生理事
鈴木恵美

スポーツ振興課
課長
松村徹治

課長補佐
藤田智広

課員
竹内美幸・川端雅旭・三谷元騎
渡辺晃大☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

就労支援室 室長（兼）
津田豊申

室長補佐
中村あい

課員
山口堅悟☎34‒8705

課長
津田豊申

課長補佐
森﨑千春

課員
小山喜世美・山﨑充晃・小辻和正
吉田昌史・芝かんな

商工観光課
☎34‒8720

課長
原　雅哉

課長補佐（農政）
尾澤正章
課長補佐（農林水産）
久保義治

課員
阪下倫夫・竹内敏雄・浜野宏次
正木俊行・宮﨑みか・小林宏光
幸山流気・上坂健太郎・八木亮磨

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
石田和也 産

　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
菅原辰彦

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
出口俊一

派 遣 職 員

福井県
畑　優器

（一社）越前町観光連盟
三七広樹・毛利裕昭

（一財）越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介・神谷宗典

福井県丹南広域組合
坂下哲哉

福井県地方税滞納整理機構（兼）
松田貴之

鯖江広域衛生施設組合
大矢康一

図書館 館長心得
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
中村弘和

学芸員
小辻陽子・村上雅紀☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
林　和美

館長補佐（併）
北野宗昭

課員（併）
松島顕子・西端沙紀・吉田卓矢

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
河合純子

館長補佐（併）
小道世知紀

課員（併）
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵
事務補助員（併）
道畑直和☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（併）
谷口浩之

館長補佐（併）
山田宗治

課員（併）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員（併）
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
山口和美

次長（兼）
伊部茂幸

課員（兼）
佐々木由里・安井明希子・橘　研吾
山川恭佳☎34‒2000

生涯学習課
課長
山口和美

課長補佐
伊部茂幸

課員
佐々木由里・安井明希子・橘　研吾
山川恭佳☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
山田幸一

栄養士
野村晶子・宮下拓翔

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0061

越前中学校 用務員
大川好枝☎37‒1200

朝日小学校 用務員
進士利栄☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
京藤直美☎32‒2002

織田小学校 用務員
宮川幸代☎36‒0019

萩野小学校 用務員
相馬はるみ☎36‒0028

国際交流室 室長（兼）
山口和美

室長補佐（兼）
伊部茂幸

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
佐々木由里☎34‒8713

学校教育課

課長
髙木剛彦

課長補佐（学校教育）
水島友樹

課員
森﨑さゆり・佐々木浩子・野　哲治
髙木浩輔・久保伶奈・増田涼花
指導主事
川崎恵理

課長補佐（教育環境）
水島伸也☎34‒8716

会計管理者
山下和信

会　計　課 課長
岡田正一

課長補佐
伊部由三

課員
飛田莉奈江・井上真穂☎34‒8706

会計理事（兼）
山下和信

税　務　課
課長
荒井基志

課長補佐（課税）
山内了輔
課長補佐（納税）
牛若千鶴

課員
上山和美・武田喜之・上野孝則
坂下由美子・大鎌瑞奈・松田貴之
竹内史哉・松井千尋・伊部祐貴☎34‒8709

会
計
部
門

課長
佐々木訟覚

課長補佐（上水）
毛利章憲
課長補佐（下水）
清水英一

課員
牧野正克・小西智弘・佐々木岳大
下仲順子・水嶋康志郎・上平圭太
堀　隆弘

上下水道課
☎34‒8707

建設理事
山谷芳一

建
　設
　部
　門

建　設　課
課長
水島博之

課長補佐（朝日･宮崎）
大橋直人

課員
上坂佳一・髙松千鶴・黒﨑一哉
森下智晴・渡辺大作・角谷　心課長補佐（越前･織田）

福澤秀一☎34‒8703

地域包括
支援センター

センター長
吉田直子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
増田潤一郎

ホームヘルパー
掃部智子

介護福祉士
水島由紀・姉﨑加奈子☎34‒8729

子育て世代
包括支援センター

センター長
黒田とみ子

保健師
岡田明代・山越加奈子
栄養士
出倉愛実☎34‒8821

健康保険課

課長
出口博美

課長補佐
（国保・年金・後期高齢）
川嶋孝史

課員
木原千晶・森下千尋・堀内文夫
駒野裕子・下仲　翔・上野一誠
村上広樹課長補佐（介護）

稲田明美
保健師
髙島幸恵・青木七恵・伊藤郁実
栄養士
榎本博美

事務補助員
川上清恵

課長補佐（健康増進）
中上由美
課長補佐（ワクチン）
新谷　満☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
松葉雪枝☎32‒2323

宮崎児童館 館長
松葉雪枝

主任児童厚生員
齋藤忠良☎32‒2323

小曽原保育所 所長
芝田優子

保育士
谷口万絵・小荒繁美・与坂悠子☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
西村千香子

保育士
高原律子・堀　京子・三村彰信・近藤泰子
佐々木葵・永谷沙織・酒井基圭・山本咲希☎32‒2067

朝日南保育所
所長
牧野由美恵

保育士
青山美智代・福岡沙織・青山裕美
八田あずさ・山﨑春佳

調理員
齊藤ひろみ

☎34‒1614

朝日西保育所
所長
北島優子

保育士
谷口育代・月田有香・中山貴世
木下祐子・鈴木知恵☎34‒5602

福祉課

課長
岡山克大

課長補佐（児童福祉）
菅原多恵
課長補佐（社会・高齢福祉）
佐々木桂子

課員
中倉京子・柴矢昌美・黒田麻里
大鎌延浩・齋藤　尭・山田朋美
坂下彩音・佐野七海

保健師
木下里美

児童家庭相談員（兼）
松葉雪枝☎34‒8725

男女共同参画・人権室 室長（兼）
臥龍岡尊哉

室長補佐（兼）
髙木裕見子

課員（兼）
山口祐子☎34‒8715

住民環境課
課長
臥龍岡尊哉

課長補佐（住民）
髙木裕見子
課長補佐（環境）
木原尚裕

課員
後藤邦枝・清水拓郎・山口祐子
加藤条太郎・杉本夕葉・小刀称優光

☎34‒8708

室長
林　和美

室長補佐
北野宗昭

課員
松島顕子・西端沙紀・吉田卓矢

織田住民
サービス室

センター長（兼）
林　和美

センター長補佐（兼）
北野宗昭
（地域防災担当）

課員（兼）
松島顕子・西端沙紀・吉田卓矢

織田コミュニティ
センター

☎36‒1111

☎36‒7711

室長
河合純子

室長補佐
小道世知紀

課員
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵
事務補助員
道畑直和

事務補助員（兼）
道畑直和

越前住民
サービス室

センター長（兼）
河合純子

センター長補佐（兼）
小道世知紀
（地域防災担当）

課員（兼）
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵越前コミュニティ

センター
☎37‒1501

☎37‒7711

室長
谷口浩之

室長補佐
山田宗治

課員
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員
石川智美

宮崎住民
サービス室

センター長（兼）
谷口浩之

センター長補佐(兼)
山田宗治
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員（兼）
石川智美

宮崎コミュニティ
センター

☎32‒2000

☎32‒7711

監理課
課長
佐々木直人

課長補佐（入札・検査）
安井俊幸
課長補佐（施設）
北島崇行

課員
見谷理奈・山本周二良・水野義之
増田佑馬

☎34‒8719

朝日コミュニティセンター センター長（兼）
友広家延

センター長補佐（兼）
河瀬慎人

課員（兼）
和田幸也☎34‒7771

地域創生室 室長（兼）
友広家延

室長補佐
杉森　匡

課員
中村英哲・宮﨑りの☎34‒8714

公共交通対策室 室長（兼）
友広家延

室長補佐
河合　智

課員
西森千尋

課員（兼）
宮﨑りの☎34‒8722

企画財政課
課長
友広家延

課長補佐
河瀬慎人

課員
和田幸也・西　益男・谷口悦子
林　彰紀☎34‒8702

防災安全課 課長
齋藤健治

課長補佐
小河宗基

課員
古﨑竜司・鈴木亜紀子・中島悠太☎34‒8721

町長公室 室長（兼）
山口隆司

室長補佐
笠川晃央

課員
奥山友梨香

運転手
松村　修☎34‒8728

庁舎建設室 室長（兼）
山口隆司

室長補佐（兼）
上坂健一

課員
鷲田久憲☎34‒8711

総務課
課長
山口隆司

課長補佐(人事)
林　康彦

課長補佐（行政）
上坂健一

課員
中西亜由美・大橋伸也・青山晴彦
冨田洋輔

☎34‒8700

情報統計室 室長（兼）
山口隆司

室長補佐
佐々木貴久

課員
木村良太・青木佳奈☎34‒8701

図書館越前分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

館長補佐（司書）（兼）
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

課長
宮川泰昌

課長補佐（住宅政策）
宮永裕次
課長補佐（移住定住）
岡田寿子

課員
牧田茂晴・水島美奈・左近知也
大久保佳輝定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7712

議　会
議会事務局長 次長

轟久美子
書記
安井正樹

総務理事
牧田芳広

杉本恭伸

町　長
青柳良彦

副町長
細井秀之

民生理事
鈴木恵美

スポーツ振興課
課長
松村徹治

課長補佐
藤田智広

課員
竹内美幸・川端雅旭・三谷元騎
渡辺晃大☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

就労支援室 室長（兼）
津田豊申

室長補佐
中村あい

課員
山口堅悟☎34‒8705

課長
津田豊申

課長補佐
森﨑千春

課員
小山喜世美・山﨑充晃・小辻和正
吉田昌史・芝かんな

商工観光課
☎34‒8720

課長
原　雅哉

課長補佐（農政）
尾澤正章
課長補佐（農林水産）
久保義治

課員
阪下倫夫・竹内敏雄・浜野宏次
正木俊行・宮﨑みか・小林宏光
幸山流気・上坂健太郎・八木亮磨

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
石田和也 産

　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
菅原辰彦

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
出口俊一

派 遣 職 員

福井県
畑　優器

（一社）越前町観光連盟
三七広樹・毛利裕昭

（一財）越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介・神谷宗典

福井県丹南広域組合
坂下哲哉

福井県地方税滞納整理機構（兼）
松田貴之

鯖江広域衛生施設組合
大矢康一

図書館 館長心得
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
中村弘和

学芸員
小辻陽子・村上雅紀☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
林　和美

館長補佐（併）
北野宗昭

課員（併）
松島顕子・西端沙紀・吉田卓矢

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
河合純子

館長補佐（併）
小道世知紀

課員（併）
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵
事務補助員（併）
道畑直和☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（併）
谷口浩之

館長補佐（併）
山田宗治

課員（併）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員（併）
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
山口和美

次長（兼）
伊部茂幸

課員（兼）
佐々木由里・安井明希子・橘　研吾
山川恭佳☎34‒2000

生涯学習課
課長
山口和美

課長補佐
伊部茂幸

課員
佐々木由里・安井明希子・橘　研吾
山川恭佳☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
山田幸一

栄養士
野村晶子・宮下拓翔

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0061

越前中学校 用務員
大川好枝☎37‒1200

朝日小学校 用務員
進士利栄☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
京藤直美☎32‒2002

織田小学校 用務員
宮川幸代☎36‒0019

萩野小学校 用務員
相馬はるみ☎36‒0028

国際交流室 室長（兼）
山口和美

室長補佐（兼）
伊部茂幸

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
佐々木由里☎34‒8713

学校教育課

課長
髙木剛彦

課長補佐（学校教育）
水島友樹

課員
森﨑さゆり・佐々木浩子・野　哲治
髙木浩輔・久保伶奈・増田涼花
指導主事
川崎恵理

課長補佐（教育環境）
水島伸也☎34‒8716

会計管理者
山下和信

会　計　課 課長
岡田正一

課長補佐
伊部由三

課員
飛田莉奈江・井上真穂☎34‒8706

会計理事（兼）
山下和信

税　務　課
課長
荒井基志

課長補佐（課税）
山内了輔
課長補佐（納税）
牛若千鶴

課員
上山和美・武田喜之・上野孝則
坂下由美子・大鎌瑞奈・松田貴之
竹内史哉・松井千尋・伊部祐貴☎34‒8709

会
計
部
門

課長
佐々木訟覚

課長補佐（上水）
毛利章憲
課長補佐（下水）
清水英一

課員
牧野正克・小西智弘・佐々木岳大
下仲順子・水嶋康志郎・上平圭太
堀　隆弘

上下水道課
☎34‒8707

建設理事
山谷芳一

建
　設
　部
　門

建　設　課
課長
水島博之

課長補佐（朝日･宮崎）
大橋直人

課員
上坂佳一・髙松千鶴・黒﨑一哉
森下智晴・渡辺大作・角谷　心課長補佐（越前･織田）

福澤秀一☎34‒8703

地域包括
支援センター

センター長
吉田直子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
増田潤一郎

ホームヘルパー
掃部智子

介護福祉士
水島由紀・姉﨑加奈子☎34‒8729

子育て世代
包括支援センター

センター長
黒田とみ子

保健師
岡田明代・山越加奈子
栄養士
出倉愛実☎34‒8821

健康保険課

課長
出口博美

課長補佐
（国保・年金・後期高齢）
川嶋孝史

課員
木原千晶・森下千尋・堀内文夫
駒野裕子・下仲　翔・上野一誠
村上広樹課長補佐（介護）

稲田明美
保健師
髙島幸恵・青木七恵・伊藤郁実
栄養士
榎本博美

事務補助員
川上清恵

課長補佐（健康増進）
中上由美
課長補佐（ワクチン）
新谷　満☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
松葉雪枝☎32‒2323

宮崎児童館 館長
松葉雪枝

主任児童厚生員
齋藤忠良☎32‒2323

小曽原保育所 所長
芝田優子

保育士
谷口万絵・小荒繁美・与坂悠子☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
西村千香子

保育士
高原律子・堀　京子・三村彰信・近藤泰子
佐々木葵・永谷沙織・酒井基圭・山本咲希☎32‒2067

朝日南保育所
所長
牧野由美恵

保育士
青山美智代・福岡沙織・青山裕美
八田あずさ・山﨑春佳

調理員
齊藤ひろみ

☎34‒1614

朝日西保育所
所長
北島優子

保育士
谷口育代・月田有香・中山貴世
木下祐子・鈴木知恵☎34‒5602

福祉課

課長
岡山克大

課長補佐（児童福祉）
菅原多恵
課長補佐（社会・高齢福祉）
佐々木桂子

課員
中倉京子・柴矢昌美・黒田麻里
大鎌延浩・齋藤　尭・山田朋美
坂下彩音・佐野七海

保健師
木下里美

児童家庭相談員（兼）
松葉雪枝☎34‒8725

男女共同参画・人権室 室長（兼）
臥龍岡尊哉

室長補佐（兼）
髙木裕見子

課員（兼）
山口祐子☎34‒8715

住民環境課
課長
臥龍岡尊哉

課長補佐（住民）
髙木裕見子
課長補佐（環境）
木原尚裕

課員
後藤邦枝・清水拓郎・山口祐子
加藤条太郎・杉本夕葉・小刀称優光

☎34‒8708

室長
林　和美

室長補佐
北野宗昭

課員
松島顕子・西端沙紀・吉田卓矢

織田住民
サービス室

センター長（兼）
林　和美

センター長補佐（兼）
北野宗昭
（地域防災担当）

課員（兼）
松島顕子・西端沙紀・吉田卓矢

織田コミュニティ
センター

☎36‒1111

☎36‒7711

室長
河合純子

室長補佐
小道世知紀

課員
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵
事務補助員
道畑直和

事務補助員（兼）
道畑直和

越前住民
サービス室

センター長（兼）
河合純子

センター長補佐（兼）
小道世知紀
（地域防災担当）

課員（兼）
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵越前コミュニティ

センター
☎37‒1501

☎37‒7711

室長
谷口浩之

室長補佐
山田宗治

課員
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員
石川智美

宮崎住民
サービス室

センター長（兼）
谷口浩之

センター長補佐(兼)
山田宗治
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員（兼）
石川智美

宮崎コミュニティ
センター

☎32‒2000

☎32‒7711

監理課
課長
佐々木直人

課長補佐（入札・検査）
安井俊幸
課長補佐（施設）
北島崇行

課員
見谷理奈・山本周二良・水野義之
増田佑馬

☎34‒8719

朝日コミュニティセンター センター長（兼）
友広家延

センター長補佐（兼）
河瀬慎人

課員（兼）
和田幸也☎34‒7771

地域創生室 室長（兼）
友広家延

室長補佐
杉森　匡

課員
中村英哲・宮﨑りの☎34‒8714

公共交通対策室 室長（兼）
友広家延

室長補佐
河合　智

課員
西森千尋

課員（兼）
宮﨑りの☎34‒8722

企画財政課
課長
友広家延

課長補佐
河瀬慎人

課員
和田幸也・西　益男・谷口悦子
林　彰紀☎34‒8702

防災安全課 課長
齋藤健治

課長補佐
小河宗基

課員
古﨑竜司・鈴木亜紀子・中島悠太☎34‒8721

町長公室 室長（兼）
山口隆司

室長補佐
笠川晃央

課員
奥山友梨香

運転手
松村　修☎34‒8728

庁舎建設室 室長（兼）
山口隆司

室長補佐（兼）
上坂健一

課員
鷲田久憲☎34‒8711

総務課
課長
山口隆司

課長補佐(人事)
林　康彦

課長補佐（行政）
上坂健一

課員
中西亜由美・大橋伸也・青山晴彦
冨田洋輔

☎34‒8700

情報統計室 室長（兼）
山口隆司

室長補佐
佐々木貴久

課員
木村良太・青木佳奈☎34‒8701

図書館越前分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

館長補佐（司書）（兼）
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

令和3年度越前町職員組織図 R3.5.1 現在
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えちぜん町からのお知らせ



消防署からのお知らせ

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://www.fd-sabaenyu.jp/

越前消防団　団員募集中
消防団に入って、越前町を守ってみませんか？

I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

日本消防協会定例表彰 ドクターヘリ出動
　この度、日本消防協会および鯖江・丹生消防
組合から日々の消防業務に精励されたことを評
価され、下記のみなさんが表彰を受けました。

　5月24日よりドクターヘリが運航を開始し
ます。機内に医療機器や医薬品を搭載し、救急
専門の医師や看護師が搭乗しています。基地病
院である福井県立病院のヘリポートを起点に福
井県全域をカバーしており、消防機関からの要
請を受けて出動し、越前町には約10分以内で
到着します。救急車との待ち合わせ場所に着陸
後、患者さんを機内に収容して救命処置を行い
ながら病院へ搬送します。尊い命を救うため、
これからの活躍が期待されます。

ドクターヘリの着陸場所

町 営 野 球 場

町 営 野 球 場 駐 車 場

生涯学習センター糸生分館

陶 の 谷 グ ラ ウ ン ド

アクティブランド運動場

越 前 町 厨 漁 港

鯖江・丹生消防組合丹生分署

　ドクターヘリは町営野球場駐車場をはじめ、
町内の指定されたグラウンドに着陸します。ヘ
リが離着陸の際は強風が発生し、物が飛ばさ
れるなど大変危険です。その際は消防職員が
安全管理を行いますので、指示に従っていた
だきますようご理解とご協力をお願いします。

お　願　い

課長
宮川泰昌

課長補佐（住宅政策）
宮永裕次
課長補佐（移住定住）
岡田寿子

課員
牧田茂晴・水島美奈・左近知也
大久保佳輝定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7712

議　会
議会事務局長 次長

轟久美子
書記
安井正樹

総務理事
牧田芳広

杉本恭伸

町　長
青柳良彦

副町長
細井秀之

民生理事
鈴木恵美

スポーツ振興課
課長
松村徹治

課長補佐
藤田智広

課員
竹内美幸・川端雅旭・三谷元騎
渡辺晃大☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

就労支援室 室長（兼）
津田豊申

室長補佐
中村あい

課員
山口堅悟☎34‒8705

課長
津田豊申

課長補佐
森﨑千春

課員
小山喜世美・山﨑充晃・小辻和正
吉田昌史・芝かんな

商工観光課
☎34‒8720

課長
原　雅哉

課長補佐（農政）
尾澤正章
課長補佐（農林水産）
久保義治

課員
阪下倫夫・竹内敏雄・浜野宏次
正木俊行・宮﨑みか・小林宏光
幸山流気・上坂健太郎・八木亮磨

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
石田和也 産

　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
菅原辰彦

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
出口俊一

派 遣 職 員

福井県
畑　優器

（一社）越前町観光連盟
三七広樹・毛利裕昭

（一財）越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介・神谷宗典

福井県丹南広域組合
坂下哲哉

福井県地方税滞納整理機構（兼）
松田貴之

鯖江広域衛生施設組合
大矢康一

図書館 館長心得
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
中村弘和

学芸員
小辻陽子・村上雅紀☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
林　和美

館長補佐（併）
北野宗昭

課員（併）
松島顕子・西端沙紀・吉田卓矢

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
河合純子

館長補佐（併）
小道世知紀

課員（併）
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵
事務補助員（併）
道畑直和☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（併）
谷口浩之

館長補佐（併）
山田宗治

課員（併）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員（併）
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
山口和美

次長（兼）
伊部茂幸

課員（兼）
佐々木由里・安井明希子・橘　研吾
山川恭佳☎34‒2000

生涯学習課
課長
山口和美

課長補佐
伊部茂幸

課員
佐々木由里・安井明希子・橘　研吾
山川恭佳☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
山田幸一

栄養士
野村晶子・宮下拓翔

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0061

越前中学校 用務員
大川好枝☎37‒1200

朝日小学校 用務員
進士利栄☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
京藤直美☎32‒2002

織田小学校 用務員
宮川幸代☎36‒0019

萩野小学校 用務員
相馬はるみ☎36‒0028

国際交流室 室長（兼）
山口和美

室長補佐（兼）
伊部茂幸

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
佐々木由里☎34‒8713

学校教育課

課長
髙木剛彦

課長補佐（学校教育）
水島友樹

課員
森﨑さゆり・佐々木浩子・野　哲治
髙木浩輔・久保伶奈・増田涼花
指導主事
川崎恵理

課長補佐（教育環境）
水島伸也☎34‒8716

会計管理者
山下和信

会　計　課 課長
岡田正一

課長補佐
伊部由三

課員
飛田莉奈江・井上真穂☎34‒8706

会計理事（兼）
山下和信

税　務　課
課長
荒井基志

課長補佐（課税）
山内了輔
課長補佐（納税）
牛若千鶴

課員
上山和美・武田喜之・上野孝則
坂下由美子・大鎌瑞奈・松田貴之
竹内史哉・松井千尋・伊部祐貴☎34‒8709

会
計
部
門

課長
佐々木訟覚

課長補佐（上水）
毛利章憲
課長補佐（下水）
清水英一

課員
牧野正克・小西智弘・佐々木岳大
下仲順子・水嶋康志郎・上平圭太
堀　隆弘

上下水道課
☎34‒8707

建設理事
山谷芳一

建
　設
　部
　門

建　設　課
課長
水島博之

課長補佐（朝日･宮崎）
大橋直人

課員
上坂佳一・髙松千鶴・黒﨑一哉
森下智晴・渡辺大作・角谷　心課長補佐（越前･織田）

福澤秀一☎34‒8703

地域包括
支援センター

センター長
吉田直子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
増田潤一郎

ホームヘルパー
掃部智子

介護福祉士
水島由紀・姉﨑加奈子☎34‒8729

子育て世代
包括支援センター

センター長
黒田とみ子

保健師
岡田明代・山越加奈子
栄養士
出倉愛実☎34‒8821

健康保険課

課長
出口博美

課長補佐
（国保・年金・後期高齢）
川嶋孝史

課員
木原千晶・森下千尋・堀内文夫
駒野裕子・下仲　翔・上野一誠
村上広樹課長補佐（介護）

稲田明美
保健師
髙島幸恵・青木七恵・伊藤郁実
栄養士
榎本博美

事務補助員
川上清恵

課長補佐（健康増進）
中上由美
課長補佐（ワクチン）
新谷　満☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
松葉雪枝☎32‒2323

宮崎児童館 館長
松葉雪枝

主任児童厚生員
齋藤忠良☎32‒2323

小曽原保育所 所長
芝田優子

保育士
谷口万絵・小荒繁美・与坂悠子☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
西村千香子

保育士
高原律子・堀　京子・三村彰信・近藤泰子
佐々木葵・永谷沙織・酒井基圭・山本咲希☎32‒2067

朝日南保育所
所長
牧野由美恵

保育士
青山美智代・福岡沙織・青山裕美
八田あずさ・山﨑春佳

調理員
齊藤ひろみ

☎34‒1614

朝日西保育所
所長
北島優子

保育士
谷口育代・月田有香・中山貴世
木下祐子・鈴木知恵☎34‒5602

福祉課

課長
岡山克大

課長補佐（児童福祉）
菅原多恵
課長補佐（社会・高齢福祉）
佐々木桂子

課員
中倉京子・柴矢昌美・黒田麻里
大鎌延浩・齋藤　尭・山田朋美
坂下彩音・佐野七海

保健師
木下里美

児童家庭相談員（兼）
松葉雪枝☎34‒8725

男女共同参画・人権室 室長（兼）
臥龍岡尊哉

室長補佐（兼）
髙木裕見子

課員（兼）
山口祐子☎34‒8715

住民環境課
課長
臥龍岡尊哉

課長補佐（住民）
髙木裕見子
課長補佐（環境）
木原尚裕

課員
後藤邦枝・清水拓郎・山口祐子
加藤条太郎・杉本夕葉・小刀称優光

☎34‒8708

室長
林　和美

室長補佐
北野宗昭

課員
松島顕子・西端沙紀・吉田卓矢

織田住民
サービス室

センター長（兼）
林　和美

センター長補佐（兼）
北野宗昭
（地域防災担当）

課員（兼）
松島顕子・西端沙紀・吉田卓矢

織田コミュニティ
センター

☎36‒1111

☎36‒7711

室長
河合純子

室長補佐
小道世知紀

課員
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵
事務補助員
道畑直和

事務補助員（兼）
道畑直和

越前住民
サービス室

センター長（兼）
河合純子

センター長補佐（兼）
小道世知紀
（地域防災担当）

課員（兼）
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵越前コミュニティ

センター
☎37‒1501

☎37‒7711

室長
谷口浩之

室長補佐
山田宗治

課員
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員
石川智美

宮崎住民
サービス室

センター長（兼）
谷口浩之

センター長補佐(兼)
山田宗治
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員（兼）
石川智美

宮崎コミュニティ
センター

☎32‒2000

☎32‒7711

監理課
課長
佐々木直人

課長補佐（入札・検査）
安井俊幸
課長補佐（施設）
北島崇行

課員
見谷理奈・山本周二良・水野義之
増田佑馬

☎34‒8719

朝日コミュニティセンター センター長（兼）
友広家延

センター長補佐（兼）
河瀬慎人

課員（兼）
和田幸也☎34‒7771

地域創生室 室長（兼）
友広家延

室長補佐
杉森　匡

課員
中村英哲・宮﨑りの☎34‒8714

公共交通対策室 室長（兼）
友広家延

室長補佐
河合　智

課員
西森千尋

課員（兼）
宮﨑りの☎34‒8722

企画財政課
課長
友広家延

課長補佐
河瀬慎人

課員
和田幸也・西　益男・谷口悦子
林　彰紀☎34‒8702

防災安全課 課長
齋藤健治

課長補佐
小河宗基

課員
古﨑竜司・鈴木亜紀子・中島悠太☎34‒8721

町長公室 室長（兼）
山口隆司

室長補佐
笠川晃央

課員
奥山友梨香

運転手
松村　修☎34‒8728

庁舎建設室 室長（兼）
山口隆司

室長補佐（兼）
上坂健一

課員
鷲田久憲☎34‒8711

総務課
課長
山口隆司

課長補佐(人事)
林　康彦

課長補佐（行政）
上坂健一

課員
中西亜由美・大橋伸也・青山晴彦
冨田洋輔

☎34‒8700

情報統計室 室長（兼）
山口隆司

室長補佐
佐々木貴久

課員
木村良太・青木佳奈☎34‒8701

図書館越前分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

館長補佐（司書）（兼）
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

★精績章（2人）
越前消防団副団長 山口　典朗

越前消防団副団長 駒野孝一郎

★勤続章（1人）
越前地区第5分団 班　長 皆川　俊洋

★優良婦人消防隊（1隊）
天谷女性消防隊

日本消防協会定例表彰

★総裁章（4人）
織田地区第4分団 分団長 渡辺　哲也

越前地区第3分団 分団長 別司　秀人

越前地区第6分団 分団長 宮崎　敏彰

越前地区第7分団 分団長 佐藤　明大

★退団者感謝状（10人）
越前消防団長 久保　福治

朝日地区第3分団 班　長 松田　晃彦

朝日地区第3分団 団　員 三村　圭輔

朝日地区第4分団 分団長 藤井　謙一

朝日地区第4分団 班　長 吉田　正博

朝日地区第5分団 分団長 小西　智弘

朝日地区第5分団 班　長 戸田　貴史

織田地区第1分団 団　員 牧野　潤一

越前地区第5分団 班　長 皆川　俊洋

宮崎地区第2分団 団　員 山内　浩之

鯖江・丹生消防組合管理者表彰
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予算規模

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 129億5,000万円 38億9,471万6千円 168億4,471万6千円

特別会計 64億9,132万3千円 1億2,055万3千円 66億1,187万6千円

事業会計 8億2,984万9千円 179万2千円 8億3,164万1千円

合　　計 202億7,117万2千円 40億1,706万1千円 242億8,823万3千円

財産の現在高
種　　　　　別 現　在　高

公  

有  

財  

産

土 地 2,773,766㎡
建 物 205,557㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,501㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 642,262千円

基
金

一 般 会 計 6,517,119千円
特 別 会 計 298,651千円

町債の現在高
区　　　　　分 現　在　高

一 般 会 計 10,093,858千円
特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業 1,646,702千円
公共下水道事業 1,615,247千円
集 落 排 水 事 業 683,607千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 1,407,540千円
国民健康保険病院事業 507,925千円

合　　　　　計 15,954,879千円

特別会計、事業会計の収支の状況

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国 民 健 康 保 険 事 業 2,319,934 2,138,839 92.2% 2,126,487 91.7%
介 護 保 険 事 業 2,437,676 2,026,463 83.1% 2,158,679 88.6%
後期高齢者医療事業 287,559 288,072 100.2% 252,700 87.9%
簡 易 水 道 事 業 528,681 265,134 50.2% 392,494 74.2%
公 共 下 水 道 事 業 592,270 238,707 40.3% 482,473 81.5%
集 落 排 水 事 業 301,173 108,357 36.0% 243,437 80.8%
温 泉 事 業 94,304 13,595 14.4% 40,313 42.7%
農林漁業体験実習館事業 26,049 9,684 37.2% 19,580 75.2%
土 地 区 画 整 理 事 業 24,230 569 2.3% 7,304 30.1%

合　　　　　計 6,611,876 5,089,420 77.0% 5,723,467 86.6%

■特別会計の収支の状況  （単位：千円）

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D ／ C

上水道事業
収益的収支 259,845 232,833 89.6% 259,845 246,882 95.0%
資本的収支 88,122 88,672 100.6% 151,743 150,347 99.1%
合　　　計 347,967 321,505 92.4% 411,588 397,229 96.5%

国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 300,448 299,454 99.7% 300,448 203,428 67.7%
資本的収支 51,005 50,585 99.2% 119,605 115,706 96.7%
合　　　計 351,453 350,039 99.6% 420,053 319,134 76.0%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金などで
補てんしました。

■事業会計の収支の状況  （単位：千円）

一般会計の収支の状況

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

町 税 2,153,578 2,275,177 105.6%
地 方 譲 与 税 等 623,607 648,106 103.9%
地 方 交 付 税 5,199,874 5,339,737 102.7%
交通安全対策特別交付金 1,500 1,553 103.5%
分 担 金 及 び 負 担 金 159,354 121,497 76.2%
使 用 料 及 び 手 数 料 74,218 70,408 94.9%
国 庫 支 出 金 3,971,808 3,759,007 94.6%
県 支 出 金 1,122,603 682,340 60.8%
財 産 収 入 81,740 47,850 58.5%
寄 附 金 190,102 179,196 94.3%
繰 入 金 757,069 743,333 98.2%
繰 越 金 599,729 599,730 100.0%
諸 収 入 153,734 95,915 62.4%
町 債 1,755,800 0 0.0%

歳　入　合　計 16,844,716 14,563,849 86.5%

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B ／ A

議 会 費 93,415 91,922 98.4%
総 務 費 4,397,688 3,763,774 85.6%
民 生 費 3,543,384 3,003,078 84.8%
衛 生 費 1,104,464 913,250 82.7%
労 働 費 46,808 44,439 94.9%
農 林 水 産 業 費 915,553 553,019 60.4%
商 工 費 898,401 761,865 84.8%
土 木 費 1,466,077 529,836 36.1%
消 防 費 919,548 550,227 59.8%
教 育 費 1,620,103 1,157,107 71.4%
公 債 費 1,147,715 1,145,248 99.8%
諸 支 出 金 509,985 488,863 95.9%
予 備 費 14,427 0 0.0%
災 害 復 旧 費 167,148 159,392 95.4%

歳　出　合　計 16,844,716 13,162,020 78.1%

■歳入  （単位：千円） ■歳出  （単位：千円）

　令和2年度下半期の「一般会計、特別会
計、事業会計の予算規模、収支の状況」と

「財産、町債の現在高」をお知らせします。
　収支の状況は3月31日現在の状況であ
り、出納整理期間（4月1日から5月31日
まで）の収支は含まれていませんので、決
算状況とは異なります。

令和2年度予算の下半期（3月31日現在）の執行状況などをお知らせします

問合せ先　企画財政課　☎34‒8702
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シ
ニ
ア
向
け
就
職
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　このたび開催を予定していました「越前みなと大花火2021」を、
令和2年度に引き続き中止にすることが決定しました。
　毎年、花火大会の開催を心待ちにされているみなさんにとって、
2年連続の中止は大変残念かと思われますが、ご理解をお願いします。

問合せ先　越前みなと大花火実行委員会事務局　☎37‒1501

越前みなと大花火2021開催中止のお知らせ
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就
い
た
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ま
す
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奨
励
金
の
額　
1
人
に
つ
き
5
万
円

交
付
対
象
者　
（
①
～
⑤
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

①
県
外
に
1
年
以
上
居
住
し
、
越
前
町
に
住

所
を
有
す
る
人

②
町
内
外
の
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
事
業
所
へ
採
用
後
、
6
か
月
以
上
継
続
し

て
雇
用
さ
れ
て
い
る
人

④
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用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
で
あ
る
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上

本
町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

越
前
町
地
元
大
学
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卒
業
生
就
職
奨
励
金
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事
業
所
で

定
職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

奨
励
金
の
額　
1
人
に
つ
き
5
万
円

交
付
対
象
者　
（
①
～
⑤
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

①
越
前
町
に
住
所
を
有
す
る
人

②
町
内
外
の
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
事
業
所
へ
採
用
後
、
6
か
月
以
上
継
続
し

て
雇
用
さ
れ
て
い
る
人

④
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
で
あ
る
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上

本
町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

問
合
せ
先　
就
労
支
援
室　
☎
３
４‒

８
７
０
５

就
職
関
係
奨
励
金
の
お
知
ら
せ

（
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
に
就
職
さ
れ
た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  ４月１日〜５月１５日

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課

令和３年度 広域基幹林道越前西部１号線ほか維持管理工事 六呂師ほか 2,475,000 ㈱四ヶ浦建設 農林水産課

令和２年度 （繰）町道血ヶ平線法面補修工事 玉 川 29,623,000 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課

令和３年度 宮崎地区浄水場膜モジュール取替工事 熊谷・八田 15,620,000 寿美工業㈱ 上下水道課

令和３年度 惣分谷浄水場急速ろ過機ろ過砂取替工事 三 崎 9,460,000 荏原商事㈱福井支店 上下水道課

令和３年度 越前北部処理場機器取替工事 小 樟 6,710,000 ㈱大生 上下水道課

令和３年度 越前町織田文化歴史館 企画展示室内展示ケース
  設置工事 織 田 6,204,000 ㈲ニューチップ 文化歴史館
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ワン

マイナちゃんの　ポイントマイナンバー　休日窓口のお知らせ
今月のマイナンバーカード休日交付窓口は27日（日）、夜間延長窓口は 4日（金）、15日（火）です。
ご予約は、住民環境課へお電話（☎34‒8708）、または予約専用ホームページからお願いします。

マイナいま マイナンバーカードニュース『マイナいま』
令和3年4月までにマイナンバーカードを申請している人で、まだ取りに来られていないひとはいませんか？その人たちは
5,000円分のお買い物ができるマイナポイントの対象になっています。「もしかして」と思ったらご連絡ください。

男
女
共
同
参
画・

人
権
の
と
び
ら ｖｏｌ.55

　

町
で
は
、
平
成
28
年
4
月
に
、 「
認
め
あ
い   

男ひ

女と

の
心
を
つ
な
ぐ
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
た
「
第
2
次
え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
9
つ
の
重
点
目
標
を
掲

げ
て
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
10
年
の
計
画
期
間
の
中
間
年
度
を
迎

え
た
こ
と
か
ら
、
現
行
の
プ
ラ
ン
に
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）」

の
推
進
と
「SD

G
s

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」

の
視
点
の
導
入
な
ど
を
追
加
し
、
見
直
し
を
図

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
女
性
の
活
躍
を
支
援
し
、
町
民
の
み

な
さ
ん
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
第
2
次
え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
の
改
定
版
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
１
５

第
2
次
え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
改
定
し
ま
し
た

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　

町
で
は
、
独
身
の
人
が
気
軽
に
参
加
で
き
、

新
た
な
出
会
い
の
場
を
企
画
す
る
団
体
に
、
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
出
会
い
を

提
供
し
て
く
れ
る
企
画
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　

町
内
に
活
動
本
拠
地
が
あ
り
、
営
利
を
目
的

と
せ
ず
、
町
の
実
施
要
項
に
従
い
結
婚
支
援

活
動
を
行
う
団
体

対
象
企
画  

　
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
企
画

補
助
金
額　
上
限
20
万
円

申
込
期
限　
6
月
30
日
㈬

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

若
者
の
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
応
援
団
体
を
募
集
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響

が
長
期
化
す
る
中
で
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
対

し
、
そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行

う
観
点
か
ら
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
が
県
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

①
4
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
人

　
※
5
月
11
日
に
振
込
済
み
で
す

②
公
的
年
金
等
の
受
給
に
よ
り
、4
月
分
の
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

家
計
が
急
変
す
る
な
ど
し
て
、
収
入
が
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
と
同
じ
水
準
に
な
っ

て
い
る
人

給
付
額

　
児
童
1
人
あ
た
り
5
万
円

手
続
き
方
法

対
象
者
②
、
③
に
該
当
す
る
人
は
福
祉
課
窓

口
で
申
請
が
必
要
で
す
。
支
給
要
件
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

ひ
と
り
親
世
帯
に
対
す
る

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
空
き
家
活
用
を
は
じ
め
、
予
防
や
適

正
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、「
越
前
町
地
域
ぐ
る

み
に
よ
る
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
を
施
行
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
は
個
人
の
財
産
で
あ
り
、
所
有
者
や

管
理
者
は
、
空
き
家
を
適
切
に
管
理
す
る
責
任

が
あ
り
ま
す
。
空
き
家
を
適
切
に
管
理
せ
ず
放

置
す
る
と
、
建
物
の
劣
化
が
進
み
、
防
災
面
や

防
犯
面
、
衛
生
面
の
問
題
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
空
き
家
の
有
効
活
用
を
推
進
す
る

た
め
に
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て

い
る
物
件
の
購
入
や
改
修
に
対
す
る
補
助
制
度

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
が
い
ち

じ
る
し
く
利
活
用
が
で
き
な
い
物
件
に
対
し
て

は
、
空
き
家
解
体
に
対
す
る
補
助
制
度
も
あ
り

ま
す
。
空
き
家
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
人
は
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
制
度
の
利
用
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
定
住
促
進
課　
☎
３
４‒

８
７
２
７

空
き
家
を
適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　
冬
眠
か
ら
覚
め
た
ク
マ
は
、
食
べ
物
を
求
め

て
活
発
に
活
動
し
ま
す
。
県
内
は
、
ど
の
山
も

ク
マ
の
生
息
地
で
ク
マ
に
出
遭
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
山
に
入
ら
れ
る
人
は
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

·

入
山
前
に
ク
マ
の
出
没
状
況
を
確
認
し
、
危

険
な
場
所
に
は
近
付
か
な
い

·

ク
マ
の
活
動
が
盛
ん
な
朝
夕
は
山
中
に
入
ら

な
い

·

鈴
や
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
が
出
る
も
の
を
携

帯
し
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る

·

悪
天
候
の
日
に
は
特
に
注
意

　
雨
や
風
の
音
な
ど
に
よ
り
、
ク
マ
も
人
の
気

配
に
気
付
か
ず
至
近
距
離
ま
で
接
近
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

·

小
グ
マ
を
見
た
ら
そ
っ
と
立
ち
去
る

　

子
グ
マ
の
近
く
に
は
必
ず
母
グ
マ
が
い
ま

す
。
子
グ
マ
に
近
付
く
と
、
母
グ
マ
は
子
グ

マ
の
危
険
を
感
じ
て
人
を
攻
撃
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

·

山
菜
取
り
は
周
囲
を
十
分
注
意
し
て

　
山
菜
は
ク
マ
も
好
物
で
す
。
山
菜
の
多
い
と

こ
ろ
に
は
ク
マ
も
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

足
跡
や
フ
ン
な
ど
を
見
つ
け
た
ら
引
き
返
し

ま
し
ょ
う
。

※
ク
マ
を
目
撃
し
た
ら
、
農
林
水
産
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
農
林
水
産
課　
☎
３
４‒

８
７
０
４

ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
ご
み
減
量
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
生
ご
み
処
理
容
器
と
家
庭
用
電
動
式
生
ご

み
処
理
機
の
購
入
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
容
器

　
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
や
密
閉
バ
ケ
ツ
を
購
入
し

た
町
内
の
個
人
や
団
体
に
購
入
費
用
の
3
分
の

2
以
内
（
百
円
未
満
切
捨
）
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
限
度
額

　
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器　
1
万
円（
1
個
に
つ
き
）

　
密
閉
バ
ケ
ツ　
　
　
2
千
円（
1
個
に
つ
き
）

申
請
時
必
要
物
な
ど

　
印
鑑
、通
帳
、購
入
を
証
す
る
書
類（
領
収
書
）

※
生
ご
み
処
理
容
器
の
補
助
金
は
、
商
品
を
購

入
し
た
後
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
動
式
生
ご
み
処
理
機

町
内
の
店
舗
で
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
を
購

入
す
る
町
内
の
個
人
に
購
入
費
用
の
3
分
の

2
以
内（
千
円
未
満
切
捨
）を
補
助
し
ま
す
。

補
助
限
度
額

　
4
万
円
（
1
台
に
つ
き
）

申
請
時
必
要
物
な
ど

　
印
鑑
、
通
帳
、
購
入
す
る
処
理
機
の
見
積
書

※
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金
は
、
商
品

を
購
入
す
る
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
購
入
後
の
申
請
は
助
成
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

生
ご
み
処
理
容
器
・
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
を
補
助
し
ま
す

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
6
月

中
に「
児
童
手
当
現
況
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
届
出
は
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
要
件
に
該
当
す
る
か
を
確
認

す
る
も
の
で
す
。

　
対
象
と
な
る
人
に
は
、
6
月
中
旬
に
福
祉
課

か
ら
通
知
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
必
ず
期
間
内
に
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限　
6
月
30
日
㈬

提
出
先　
福
祉
課
、
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
6
月
以
降

の
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

児
童
手
当
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
4
月
24
日
、
鯖
江
警
察
署
糸
生
駐
在
所
が
全

焼
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
多
大
な
る
ご
心

配
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。
警
察
施
設
で
の
火
災
を
重
く
受
け

止
め
、
管
内
の
治
安
維
持
を
よ
り
一
層
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
当
面
、
糸
生
駐
在
所
は
、
丹
生

分
庁
舎
朝
日
交
番
を
拠
点
に
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
困
り
ご
と
相
談
や
落
と
し
物
の
受
け
付

け
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
巡
回
連
絡
な
ど
、
地
域
の

安
全
・
安
心
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
警
察
活
動
へ
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
鯖
江
警
察
署　
☎
５
２‒

０
１
１
０

鯖
江
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲改定したプランでは、SDGs の17ある目標
のうち上記の3目標を重点的に取り組むこと
としています。
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晴れわたる古希のキャンプに山笑う	 林　栄美子
学童の壁新聞の律儀さよ	 嵐　喜美枝川 柳

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝 9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

陶芸村だより 2021年

6月

古民家に越前焼の「陶ふうりん」の涼しげな音色、
その数北陸最大2000個。色・形・音色…すべてが
手作りの一点もの。気に入った陶ふうりんはお買い
求めいただけます。

お父さんへ心を込めて
点てたお抹茶をお運び
します。お茶を通して感
謝の言葉を伝えつつ、
和室での作法なども学
びましょう。

越前焼『陶ふうりん』越前焼『陶ふうりん』
二千の音色♪二千の音色♪

開館50周年を記念して「ＥＣＨＩ
ＺＥＮ　ＢＲＡＮＤ」をテーマに、
前期・後期に分け開催する特
別展。前期は越前焼が最も華
ひらいた中世を中心に、消費
地から見た越前焼の価値に
迫っていきます。

会　期 6月26日（土）～8月29日（日）
時　間 9：00～17：00（最終入館16：30）
会　場 福井県陶芸館　資料館
料　金

スペシャルパスポート
（福井県陶芸館・越前古窯博物館・お抹茶） … 1300円
共通入館券（福井県陶芸館・越前古窯博物館） … 800円
福井県陶芸館入館券………………………… 600円
高校生以下・70歳以上 …………………… 300円
未就学児無料
身体障害者手帳等をお持ちの人と介護者1人は無料

期　間 6月19日（土）、20日（日）
受付時間 9：00～16：00
場　所 福井県陶芸館　陶芸教室
料　金 マグカップ・ビアカップ
 各1,500円（紙箱・リボン付）
　　　　飾り皿　1,800円
 （皿立・紙箱・リボン付）
 おうち制作キット　2,500円
 （マグカップ or ビアカップ・専

用マーカー5色・紙箱・リボン）

開館５０周年特別展
ＥＣＨＩＺＥＮ ＢＲＡＮＤ

―  前期　海をわたる褐色のやきもの  ―

窯元接客DAYとSNS
フォローでじゃんけん対決！

6月に最も鮮やかな緑色に色づく笹を煮出
して染液を作りバンダナを染め上げます。

紫陽花をテーマに 「ミニうちわ」 に絵を描き
言葉を添えます。
講師が絵手紙の
技法を丁寧に
お伝えします。 若手作家が作品の説

明や想いを語りながら
接客します。また、越前
焼 の 館 SNSフォロー
で、じゃんけんに勝て
ばキャッシュバック⁉
のチャンス。期　間　6月10日（木）

時　間　10：00～、13：30～
受　付　越前古窯博物館　旧水野家住宅
料　金　1,500円　クマ笹茶付
定　員　各回8人（事前予約優先）
持ち物　ゴム手袋（汚れてもよい服装で）

特別講師　神内八重氏
 （日本絵手紙協会公認講師）
期　間　6月23日（水）
時　間　10：00～、13：30～
場　所　越前古窯博物館　旧水野家住宅
料　金　2,200円（夏の干菓子とお抹茶付）
定　員　各回5人（事前予約優先）

担当窯元　竜仙窯　岩間竜仁 
　　　　椿　窯　五島彩子
　　　　踏青舎　泉　直樹
期　間　6月20日（日）
時　間　9：00～17：00

越前焼の館　イベント情報
問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

福井県陶芸館・越前古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

　
今
年
も
植
物
館
入
園
受
付
前
に
、
大
き
な
笹

を
飾
り
ま
す
。
ご
来
園
の
際
に
は
、
短
冊
に
願

い
事
を
書
い
て
飾
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

会
期
中
、
ク
ラ
フ
ト
作
り
体
験
や
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

会　
　
期　
6
月
19
日
㈯
～
7
月
7
日
㈬

内　
　
容

親
子
で
楽
し
む
ク
ラ
フ
ト
作
り

『
カ
ラ
フ
ル
ポ
ッ
プ 

』

親
子
で
楽
し
む
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
開
催
し
ま
す
。

杉
板
を
組
み
合
わ
せ
て
小
物
入
れ
を
作
り
ま
す
。

木
の
実
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で
可
愛
く
飾
り
付

け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
電
話
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
時　
間

　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時
（
要
予
約
）

　
　
※
当
日
予
約
可
（
火
曜
休
園
）

　
参
加
費　
５
０
０
円

　
　
（
別
途
入
園
料
が
必
要
で
す
）

（
一
日
最
大
15
名
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。）

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

館
内
に
あ
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
ま
わ
っ

て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。

ス
タ
ン
プ
を
全
部
集
め
た
ら
素
敵
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

笹
飾
り

植
物
館
入
園
受
付
前
に
大
き
な
笹
を
飾
り
ま
す
。

自
由
に
お
願
い
事
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
期　
間　
6
月
26
日
㈯
～
7
月
7
日
㈬

ス
ピ
ー
ド
く
じ

　
期　
間　
7
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰

入
園
さ
れ
た
全
員
に
、
お
菓
子
や
ク
ラ
フ
ト

体
験
ご
招
待
券
（
３
０
０
円
相
当
）
な
ど
が

当
た
り
ま
す
。
空
く
じ
な
し
な
の
で
、
と
っ

て
も
お
得
で
す
。

植
物
園
臨
時
休
園
の
お
知
ら
せ

植
物
館
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
臨

時
休
園
し
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

期　
　
間　
6
月
28
日
㈪
・
6
月
29
日
㈫

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
　
七
夕
ま
つ
り

入
園
料　
大　
人　
３
１
０
円

　
　
　
　
　
中
高
生　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生　
１
０
０
円

問
合
せ
先　
福
井
総
合
植
物
園

　
　
　
　
　
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
１
２
０

▲カラフルポップ

期　間　6月19日（土）～8月29日（日）
時　間 9：00～17：00（最終入場16：30）
場　所　越前古窯博物館　旧水野家住宅
料　金　資料館入館券でご覧いただけます
 （300円～）
 高校生以下・70 歳以上・お抹茶
 ご利用の人は無料

期　間　6月20日（日）
時　間　10：30～、13：30～
場　所　越前古窯博物館　旧水野家住宅
料　金　1,500円（親子2人分のお抹茶・父の日
　　　　の生菓子付、懐紙セットプチギフト付）
定　員　各回6組の親子（事前予約優先）

　
越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館
で
は
、『
越
前
町
織

田
文
化
歴
史
館
研
究
紀
要
』
第
6
集
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
『
越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館
研
究
紀
要
』
は
、

越
前
町
の
歴
史
や
文
化
財
に
関
す
る
調
査
・
研

究
・
展
示
・
普
及
な
ど
の
活
動
成
果
を
広
く
公

表
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
度
刊
行
し
て
き

ま
し
た
。

　

本
集
に
は
、

織
田
文
化
歴
史

館
・
雨
田
光
平

記
念
館
の
年
報

の
ほ
か
、
研
究

者
に
よ
る
論
考
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

価　
　
格　
千
円

内　
　
容

①
朝
宮
大
社
遺
跡
の
再
検
討

②
浄
勝
寺
所
蔵
の
瓦
経
に
つ
い
て

③
桃
井
五
郎
右
衛
門
家
本
幸
若
歌
謡
『
短
中

之
部
』
に
つ
い
て

④
番
城
谷
山
5
号
墳
の
被
葬
者
像

問
合
せ
先

　
越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館

　
☎
３
６‒

２
２
８
８

『
越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館
研
究
紀
要
』

第
6
集
を
販
売
し
て
い
ま
す

　
江
戸
時
代
の
中
頃
か
ら
１
０
０
年
余
り
、
三

河
国
西
尾
藩
（
現
在
の
愛
知
県
西
尾
市
）
の
陣

屋
が
天
宝
地
区
に
あ
っ
た
こ
と
を
ご
縁
に
、
平

成
12
年「
朝
日・西
尾
友
好
の
会
」が
発
足
さ
れ
、

西
尾
市
と
の
交
流
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
友
好
の
会
が
発
足
か
ら
20
周
年
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
、
福
井
県
立
大
学
客
員
教
授
（
文

博
）、
気
比
神
社
宮
司
で
も
あ
る
角
鹿
尚
計
氏

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
3
団
体
と
共
催
し
、
地
域
活
動

の
報
告
も
行
い
ま
す
。

日　
　
時　
6
月
19
日
㈯

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

演　
　
題　
「
越
前
と
三
州
西
尾
藩

　
　
　
　
　

  

―
幕
末
期
の
政
争
を
中
心
に
―
」

講　
　
師　
角
鹿
尚
計
氏

主　
　
催　
越
前
・
西
尾
友
好
の
会

共　
　
催　
幸
若
舞
の
里
作
り
会
、
泰
澄
塾
、

　
　
　
　
　
ｅ‒

と
こ
朝
日

入
場
無
料

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
の
消
毒
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
越
前
・
西
尾
友
好
の
会　
内
藤

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
８
６
５

越
前
・
西
尾
友
好
の
会
20
周
年
記
念
講
演
会

越前焼に専用マーカーで感謝の
メッセージを書いてお父さんに
素敵な贈り物を手作りします。

令和３年度　福井県陶芸館

北陸
最大！

Father's Day !お父さんに感謝のメッセージを

父父のの日日ののママーカーカー絵ー絵付付けけ
お父さんに

美味美味ししいいおお抹抹茶茶をを
点点ててままししょょうう

夏の絵手紙教室

「ミニうちわに夏の花を描こう」
陶芸公園で草木染とガーデンカフェ

「笹で染めるバンダナ」
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みんな集まれ



晴れのち曇り人の心と空模様	 渡辺　照子
はしゃいでる電話の向こう孫の声	 松村　典子川 柳 晴れた空ハワイ航路を想い出す	 笹下　利行

遠足の天気気にした幼頃	 富田コズエ川 柳

福井県では

問合せ先    健康保険課　☎３４‒８７１０

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、がんをわずらった人やそのご家族
は、日ごろの悩みや体験を話したり、療養や体調などに関する相談をする機会が少なく
なっていると思います。県では、下記のとおり相談窓口を開設しますので、一人で抱え
込まず、まずは気軽にお電話ください。相談は無料です。プライバシーは厳守します。

日　　　　　時

６月第２・４水曜日
午前１０時～正午、午後１時～３時

問合せ先    福祉課　☎34‒8725

相　談　内　容
◦がんとその治療について
◦薬や治療の副作用について
◦療養生活に関すること
◦患者会やサロンについて
◦医療費のこと
◦就労について

相　　談　　先

福井県保健予防課がん対策グループ

☎０７７６‒２０‒０３４９
がん相談員の研修を修了した

看護職が対応します

今月から、日常生活で使える簡単な手話を紹介
していきます。
ぜひ身近な人と、手話で会話してみましょう！

「電話でがん相談」を実施します

手話手話で
話してみよう

♠休日当番医（午前9時から午後5時まで）
 6 月 6 日㈰ 両林医院 ☎37‒0005

 6 月13日㈰ 織田病院 ☎36‒1000

 6 月20日㈰ 織田病院 ☎36‒1000

 6 月27日㈰ 織田病院 ☎36‒1000

※変更になる場合があります。受診前にご確認ください。

♠心をいやす相談会（予約制）
 6 月18日㈮ 午前 9 時30分～正午 越前町役場
※電話相談になる場合があります。

♥3歳児健診
 6 月 2 日㈬ 午後1時～ 4時 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制）
 6 月18日㈮ 午前 9 時30分～正午 はぎの子育て支援センター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1 ～ 4土曜・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時まで

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
 6 月 1 日㈫

午後 1 時～ 4 時
宮崎コミュニティセンター

 6 月15日㈫ 社会福祉センター

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て世代包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♦介護おはなし会（予約制）
 6 月25日㈮ 午後 1 時～ 2 時 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
6 月22日㈫ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室（予約制）
 6 月17日㈭ 午前10時～ 11時30分 朝日保健センター

♥5歳児健診
 6 月23日㈬ 午後1時～ 4時 織田コミュニティセンター

♥離乳食教室（予約制）
 6 月25日㈮ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥2歳児歯科健診
 6 月29日㈫ 午後1時30分～ 4時 織田コミュニティセンター

こころとからだのカレンダー

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34‒8821

参考：内閣府　スマホ時代の子育て

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより

スマートフォンの使い方
～保護者の気になるＱ＆Ａ～

つい子ども一人でスマホを使わせてしまうこと
があります…大丈夫ですか？

何をどう使わせるか、保護者がしっかり見守り
ましょう。
一人きりで遊んでいると、知らぬ間に不適切な
情報に触れてしまう心配があります。
子どもだけでの使用はできるだけ避け、親子で
楽しめるアプリを活用するとよいでしょう。
外出先では、折り紙やお絵かき帳等の道具を準
備し、他の遊びに興味が向くように工夫してみ
ましょう。

Q

A

寝る前に、動画をみせるとなかなかとめられま
せん。どうしたらいいですか？

時間を決めて利用し、生活リズムをつくりま
しょう。
まずは、時間を決めて使い始めるとよいでしょう。

「時間の針が○のところまできたら終わりだよ」
「アラームがなったらおしまいね」などの約束を
し、守れたらほめてあげましょう。
また、スマートフォンなどの明るい光や動画の
視聴は、少し刺激が強すぎるのも心配です。
寝る前にはスマートフォンやタブレットを見る
のをやめ、絵本を読むなど、親子でおだやかな
時間を過ごすのもいいですね。

Q

A

はじめ
まして

イ ヌ ネ コ

①左手の上で、甲を上に向けた右手を引き上げながら、①左手の上で、甲を上に向けた右手を引き上げながら、
　人差し指を残して4指を握り、　人差し指を残して4指を握り、

②立てた両手人差し指を向かい②立てた両手人差し指を向かい
　合わせ同時に近づける　合わせ同時に近づける

①両手親指をこめかみにつけ、①両手親指をこめかみにつけ、
　伸ばした4指を折り曲げる。　伸ばした4指を折り曲げる。

①右手こぶしの親指側で①右手こぶしの親指側で
　ほほをなでるしぐさをする。　ほほをなでるしぐさをする。
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早朝の電話びっくり息を飲む	 山谷　ゆり
晴れ女囲んで旅行プラン立て	 司辻　文子川 柳 善悪をいっぱい載せて来る新聞	 武藤　久子

晴れ女母はいつでも傘いらず	 山内　千代川 柳

図書館だより

“わづみ館”からこんにちは
わづみ館では、一人ひとりの思いにあった陶芸体験ができる施設です。
例えば「今日は、電動ろくろの練習だけしたい！」という人も施設をご利用いただけます。
お気軽にお問い合わせください。

作陶料   … お一人様　300円　　　電動機械ろくろ使用料  … 1時間につき 100円

陶　土   … 1kg あたり140円～（種類によって金額が異なります）

問合せ先 　わづみ館　☎36‒1922

わづみ館

佐々木 和夫さん
（福井市）

浜野 正範さん
（福井市）

林 祐子さん

（越前市）

佐井由美子さん
（越前市）

　作品紹介 利用者が製作した、日常生活で活用できる作品を紹介します。

　町立図書館で所蔵している朝日地区の明治～昭和の建物や
風景を撮影した写真パネルを展示しています。「朝日村役場」 

「旧朝日東小学校」 「鯖浦線　西田中駅舎」 「第1回あさひまつり」 
「第23回国体」など懐かしい写真ばかりです。

期　間　6月30日まで　（休館日　7、14、21、28日）
時　間　午前10時～午後5時30分
場　所　越前町立図書館　2階ホール

有意義な夏休みにするための本を紹介します。夏休み前に親子で計画をたてるのもいいですね。
図書館ホームページからの予約もできます。

1. 図書館のことがわかる本
　★図書館のトリセツ……………… 福本　友美子／著

2. 読書感想文に役立つ本
　★カンタン！齋藤孝の最高の読書感想文
　　………………………………………… 齋藤　孝／著
　★脚本家が教える読書感想文教室… 篠原　明夫／著

3. 自由研究・工作に役立つ本
　★発酵菌ですぐできる　おいしい自由研究
　　…………………………………… 小倉　ヒラク／著
　★コツがわかる！工作のきほん　1～ 4
　　…………………………………… 寺西　恵里子／著

町立図書館  ☎34‒0395　　越 前 分 館  ☎37‒7713
宮 崎 分 館  ☎32‒7713　　織 田 分 館  ☎36‒2288

問合せ先

写真展「懐かしのふるさと」

夏休みだいさくせん！ ～早めの準備でウマクいく～

西村英雄・西村典子さん
（福井市）

行っ
てみよう！

児童館・児童センター
輝け！

No.12

●  宮崎児童館  ●

遊びにおいでよ！！ 児童館

開所日・時間などについて
開館日　月〜土曜日、午後1時〜 6時まで

休館日　日曜日、祝日、年末年始

◦自由に友だちと一緒に遊べます。
◦季節に応じた遊びやイベントも行っています。

児童館では年間をとおして、子ども達が心地良
く安心して過ごせて、楽しく遊べる場所を提供
しています。いつでもお越しください。

つっめ
たぁ～い！

ハッピー
ハロウィン

室内遊び室内遊び
（バルーン）（バルーン）春春

水遊び・夏祭り水遊び・夏祭り夏夏

文化祭・ハロウィン文化祭・ハロウィン秋秋

お買い物ごっこお買い物ごっこ
豆まき・お茶会豆まき・お茶会冬冬

ごろごろ丹生ソース
牛ひき肉………………………250g
にんにく………… 12g（2片程度）
オリーブオイル……………… 適量
たけのこ（水煮）  …………… 50g
しいたけ……………………… 30g
ピーマン（ニューピー） …… 50g
玉ねぎ…………………………150g

にんじん……………………… 50g
トマト缶………………………600g
トマトケチャップ……… 大さじ5
酒………………………… 大さじ3
コンソメ……………………… 10g
砂糖……………………… 大さじ2
塩・こしょう ………………… 適量

①玉ねぎ、にんにくはみじん切り、その他の食材は粗みじん切り
にします。

②鍋にオリーブオイルを入れ、にんにく、玉ねぎをあめ色に
なるまで炒めます。

③ひき肉を加え色が変わるまで炒めます。ピーマン、たけのこ、
にんじん、しいたけをいれて中火で炒めます。酒を入れ、
蓋をして強火で2分加熱します。
④トマト缶、ケチャップ、コンソメ、砂糖を加えて煮ます。
仕上げに塩・こしょうで味を調えます。

作り方

みどりちゃんのひとこと
ニューピーってなに？

生でも食べられるほど甘味がある
ピーマンです。名前の由来は、
丹
にゅ

生
う

郡と、新
ニュー

しいピーマンの

語呂がきっかけです。

海土里ちゃん教えて  第11回

　みなさん、こんにちは。越前町食育推進
マスコットキャラクターの越

えち

前
ぜん

海
み

土
ど

里
り

です。
　今回は、丹生高校の生徒さんが越前町産
食材の良さを広めるため給食センターで栄
養教諭と一緒にオリジナルスパゲティソー
スを作りました。 海

み

土
ど

里
り

ちゃん

材料（5人分）
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

電話口優しい友の顔浮かぶ	 向当みつ子
涙声へ母は受話器を持ったまま	 原　　榮子川 柳

なかよしひろば（園開
放）は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止対
策のため、個別対応と
させていただいていま
す。利用を希望する人
は保育所（園）にお問
い合わせください。

保育所（園） 電話番号

朝 日 西 保 育 所 34‒5602

朝 日 南 保 育 所 34‒1614

あ さ ひ 保 育 所 34‒0081

あさがお保育園 34‒1110

宮崎中央保育所 32‒2067

小 曽 原 保 育 所 32‒2039

陶 の 谷 保 育 所 32‒3014

西 徳 寺 保 育 園 37‒1354

四 ヶ 浦 保 育 園 37‒0305

織 田 保 育 所 36‒0160

はぎのこども園 36‒0396

た い ら 保 育 園 36‒0251

人口と世帯
（5月1日現在）

人　口 20,830 人

　男 10,141 人
　女 10,689 人
世帯数 7,257 戸

（前月より32人の減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

　
母
の
日
の
５
月
９
日
、
越
前
古
窯
博
物
館
で

子
ど
も
た
ち
が
お
母
さ
ん
に
抹
茶
を
た
て
て
日

頃
の
感
謝
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
茶
道
の
作
法
に
慣
れ
な
い
な
が
ら
も
、
教

わ
り
な
が
ら
丁
寧
に
お
茶
を
た
て
る
子
ど
も
た

ち
の
様
子
は
、
と
て
も
微
笑
ま
し
く
、
体
験
後

は
先
生
が
立
て
た
抹
茶
を
和
菓
子
と
と
も
に
親

子
で
味
わ
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
母
の
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
古
窯
博
物
館
に
は
常
に
２
人
の
師
範
代
が
お

り
、
越
前
焼
の
茶
碗
で
気
軽
に
お
点
前
を
体
験

で
き
ま
す
。

　
県
陶
芸
館
は
６
月
20
日
の
父
の
日
に
も
同
様

の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
参
加
し

て
、
親
子
で

和
の
文
化
に

触
れ
て
み
て

は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

表
紙
の
写
真

　
人
事
異
動
に
よ
り
、
今
月
号
か
ら
広
報
え
ち

ぜ
ん
の
担
当
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
仕
事
と
は
大
き
く
異
な
り
、
戸

惑
う
日
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
任
の
想
い
を

受
け
継
い
で
、
み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い
内

容
で
ま
ち
の
情
報
や
魅
力
を
お
届
け
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

（
敬
称
略
、
5
月
15
日
現
在
）

（
5
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中 

飛
田
ト
キ
ヲ
さ
ん
（
91
歳
）

佐
々
生 

久
保　

新
六
さ
ん
（
86
歳
）

気
比
庄 

牧
田
美
榮
子
さ
ん
（
82
歳
）

横　

山 

山
﨑
ハ
ル
エ
さ
ん
（

101
歳
）

小
曽
原 

橋
詰
チ
ヨ
ノ
さ
ん
（
97
歳
）

江　

波 

向
當　
　

誠
さ
ん
（
87
歳
）

上　

野 

山
田　

男
さ
ん
（
94
歳
）

　

寺 

山
本
と
み
子
さ
ん
（

101
歳
）

梅　

浦 

山
根
キ
ヨ
ノ
さ
ん
（

101
歳
）

高　

佐 

奥
山　
　

勉
さ
ん
（
87
歳
）

高　

佐 

河
邉　

祐
介
さ
ん
（
70
歳
）

米　

ノ 

礒
野　

恭
行
さ
ん
（
62
歳
）

平　

等 

左
近
フ
ジ
ノ
さ
ん
（
98
歳
）

打　

越 

長
岡　

一
治
さ
ん
（
72
歳
）

萩　

野 

寺
谷　

勇
男
さ
ん
（
80
歳
）

東
内
郡 

野の

村む
ら　

芽め

依い

（
啓
介
、
女
）

東
内
郡 

佐さ

さ々

木き

琢た
く

光み

（
俊
宣
、
男
）

佐
々
生 

青あ
お

山や
ま　

奏か
な

汰た

（
佳
祐
、
男
）

気
比
庄 

森も
り

山や
ま　

千ち

鶴づ
る

（
真
人
、
女
）

気
比
庄 

中な
か

村む
ら　

大た
い

軌き

（
勇
介
、
男
）

田　

中 

小こ

原は
ら　
　

椿
つ
ば
き
（
亮
一
、
女
）

栃　

川 

寺て
ら

下し
た　

公こ
う

健け
ん

（
健
一
、
男
）

　

寺 

山や
ま

本も
と　

湊み
な

斗と

（
洋
、
男
）

三　

崎 

木き

水み
ず　

芭は

珀く

（
洸
平
、
男
）

赤
井
谷 

山や
ま

岸ぎ
し　

乃の

音の

（
烈
、
女
）

入　

尾 

佐さ

さ々

木き

紬つ
ぐ

実み

（
一
成
、
女
）

上　

戸 

新に
っ
田た

す
み
れ
乃の

（
陽
介
、
女
）

■「Jr.+（ジュニアプラス）」
織田小学校　親子体育大会

【6月5日㈯～ 6月11日㈮】

■丹南キッズ ～ことばのタイムカプセル～
宮崎中央保育所

【6月12日㈯～ 6月18日㈮】

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
95

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編  

⑲
　 

―

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

6月の越前町関連の番組放送予定
丹南ケーブルテレビガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中 !

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきいき
情報局」がご覧いただけます。

Ｅ
子 

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
玄
奘（
六
〇
二
～

六
六
四
）
の
伝
記
で
あ
る『
大だ

い

唐と
う

大だ
い

慈じ

恩お
ん

寺じ

三さ
ん

蔵ぞ
う

法ほ
う

師し

伝で
ん

』に
つ
い
て
、教
え
て
く
だ
さ
い
。

学
Ｍ 

　
こ
ん
に
ち
は
。さ
て
、『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』は
唐
の
垂す

い

拱き
ょ
う

四
年（
六
八
八
）に
完
成
し
た

伝
記
で
す
。
全
一
〇
巻
か
ら
構
成
さ
れ
、
前
半
五

巻
は
慧え

立り
ゅ
うに
、後
半
五
巻
は
彦げ

ん

琮そ
う

に
よ
っ
て
書
か

れ
ま
し
た
。

Ｅ
子 

　
前
半
と
後
半
で
執
筆
者
が
違
う
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

　
こ
れ
に
は
、不
思
議
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

初
め
慧
立
が
五
巻
を
著
し
た
の
で
す
が
、
公
表
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
、地
中
に
埋
め
ま
し
た
。

 

　

晩
年
、
臨
終
に
望
ん
だ
慧
立
は
こ
れ
を
掘
り

出
す
よ
う
命
じ
ま
す
。
そ
の
後
、
散
逸
し
た
五
巻

を
彦
琮
が
捜
し
集
め
、補
訂
し
て
一
〇
巻
と
し
た
、

と
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

　
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
て
、編
さ
ん
し
た
伝

記
を
埋
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

　
前
半
五
巻
に
は
、玄
奘
の
生
誕
か
ら
西
域
イ
ン

ド
へ
の
求
法
の
事
蹟
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

　
当
時
、
王
朝
が
代
わ
っ
た
ば
か
り
で
、
唐
の
国

域
は
狭
く
、西
域
ま
で
支
配
が
及
ん
で
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
周
辺
国
と
は
緊
張
関
係
に
あ
り
、
唐
に

と
っ
て
都
合
の
悪
い
内
政
や
外
交
に
ま
つ
わ
る

事
蹟
が
、伝
記
に
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
研
究
者
も
い
ま
す
。

 

　
話
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。玄
奘
の
求
法
の
旅
を
概

観
す
る
と
、各
地
で
為
政
者
の
手
厚
い
保
護
を
受

け
、
厚
遇
を
得
る
こ
と
が
多
く
、
全
体
的
に
恵
ま

れ
た
旅
程
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

　
し
か
し
、や
は
り
中
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
イ
ン

ド
ま
で
の
旅
で
あ
り
、広
大
な
砂
漠
を
横
断
す
る

こ
と
か
ら
も
、危
難
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

Ｅ
子 

　
ど
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
か
、具
体

的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

学
Ｍ 

　
玄
奘
は
イ
ン
ド
へ
旅
立
つ
こ
と
を
決
意
し
、留

学
を
認
め
て
も
ら
う
よ
う
政
府
に
申
請
し
ま
す
。

 

　
し
か
し
、当
時
は
国
民
が
外
国
に
旅
行
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、玄
奘
の
申
請
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

　
そ
こ
で
、玄
奘
は
一
人
で
出
発
す
る
覚
悟
を
決

め
ま
す
。

Ｅ
子 
　
つ
ま
り
、密
出
国
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

学
Ｍ 
　
そ
う
で
す
。伝
記
に
は「
公あ

ら
わ
に
旅
を
せ
ず
、乃す

な
わ
ち

昼
は
寝
て
夜
間
に
歩
く
こ
と
に
し
」と
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

　
役
人
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、暗
い
う
ち
に

移
動
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

　
旅
を
続
け
、唐
の
西
境
で
あ
る
玉
門
関
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
時
、玄
奘
は
初
め
て
の
大
き

な
苦
難
に
遭
い
ま
し
た
。

 

　
次
回
に
、続
き
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
文
献
】

鎌
田
茂
雄 

編『
中
国
仏
教
史
辞
典
』
東
京
堂
出
版　

一
九
八
一
年

桑
山
正
進 

著
訳『
西
域
記　
玄
奘
三
蔵
の
旅
』小
学
館

一
九
九
五
年

長
澤
和
俊 

訳『
玄
奘
三
蔵　

大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』光
風
社
出
版　
一
九
八
五
年

※新型コロナウイルス感染症に関する
地域情報番組を放送しています。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　　②12：55～
③19：55～　 毎日5分間放送中！
空き家バンクについて

【6月1日㈫～ 6月11日㈮】
Ｏ・ＴＡ・Ｉ・ＫＯ響2021

【6月12日㈯～ 7月2日㈮】

学芸員 M

E 子

知ってる人が
出演してるかも? 丹南ケーブルテレビ

キャラクター
けーぶるん
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町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

新型コロナワクチンに
関するお知らせ News about

COVID-19

マスクの着用など感染予防対策の継続をお願いします
ワクチンを受けた後も

アレルギー症状について
詳しく記入してください。❷接種前に主治医と

ご相談ください。❶

予約時に注意していただきたいこと

接種当日に注意していただきたいこと

ご自宅に届く予診票

⃝複数の医療機関を予約しない
⃝個別接種と集団接種（はがき）の両方の予約をしない

⃝連絡なしにキャンセルしない
⃝予約時間に遅れない
⃝予診票は記入して持参する
⃝接種券、保険証などの本人確認書類、	 	 	
接種決定通知（集団接種用）を持参する
⃝肩をだしやすい服装にする
	（上腕の三角筋に注射するため）

相談・問合せ先
新型コロナワクチン接種係

（健康保険課内） 

☎34‒1230

予約受付時間
平日　午前8時30分～午後5時15分

●❶

●❷
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